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ポータブル衛星 IP 通信 

“Portalink（ポータリンク）”サービスの開始について 
 

 

スカパーJSAT 株式会社（本社：東京都港区、代表取締役社長：仁藤 雅夫）の子会社で

ある宇宙通信株式会社（本社：東京都品川区、代表取締役社長：永井 裕）は、本日、添

付の通り、ポータブル衛星 IP 通信“Portalink（ポータリンク）”サービスの開始について

発表しましたので、お知らせいたします。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

News Release 
2008 年 5 月 13 日 

宇宙通信株式会社 

 

ポータブル衛星 IP 通信、“Portalink（ポータリンク）”サービスを開始しました 

～映像取材伝送に抜群の機動力を発揮～ 

 

宇宙通信株式会社（代表取締役社長：永井裕、本社：東京都品川区）は 2008 年 4 月から小型・

軽量の可搬端末を使って高速のＩＰ映像伝送を可能とする「Portalink（ポータリンク）」サー

ビスの提供を開始しました。 

「Portalink」は、重量約２０ｋｇの可搬端末から最大６ＭｂｐｓのＩＰデータの送信を可能と

する衛星専用線サービスです。操作性に優れた可搬端末は、無線の知識が無くとも誰にでも簡単

に取り扱うことが可能で、その機動性は報道現場からの映像伝送に最適です。既に、NHK「おは

よう日本」「ゆうどきネットワーク」・テレビ朝日「スーパーモーニング」等の TV 番組内で、

取材現場からの映像中継手段として活用いただいています。 

また、現場からのインターネットアクセスやＩＰ電話による連絡回線の確保等、映像伝送以外の

用途への活用も可能です。テレビ局のご利用以外にも、被災地の状況把握や地上網の整備が進ん

でいない地域からの通信等、さまざまなニーズをもつ企業・官公庁等のご利用が考えられます。 

＜「Portalink」サービスの特長＞ 

１． 可搬性 小型・軽量の可搬端末を実現（２０ｋｇ未満） 

２． 操作性 端末は簡単な操作で誰にでも取り扱い可能 

アンテナの組み立てから衛星捕捉まで僅か５分程度 

３． 高速性 ＨＤＴＶを視野に入れた最大６Ｍｂｐｓの伝送速度 

４． 汎用性 ＩＰベースの伝送方式により多彩なアプリケーションに対応 

５． 簡便性 端末は宇宙通信のセンター局が一括制御（無線従事者の資格不要） 

＜「Portalink」サービスの可搬端末（外観）＞ 

最小機材で映像伝送最小機材で映像伝送



 
＜報道機関の利用シーン＞ 

• 取材現場からのリアルタイム映像伝送 

• 取材現場からの映像素材ファイル伝送 

• 取材現場からのインターネットアクセス 

• 取材現場～お客様拠点間の連絡回線の構築 

• お客様拠点から取材現場への映像送り返し  など 

＜「Portalink」サービスのネットワークイメージ＞ 

 

＜「Portalink」サービスの料金体系＞ 

（１）月額基本料 

月額基本料（１可搬端末あたり） 

35,000 円 

（２）随時回線専用料 

   ご利用いただく伝送速度・利用時間に応じた料金体系となっています。 

伝送速度 1 時間あたりの単価 

上り 1.5Mbps ＋ 下り最大 1.5Mbsp （ベストエフォート） 30,000 円 

上り 3.0Mbps ＋ 下り最大 1.5Mbsp （ベストエフォート） 50,000 円 

上り 6.0Mbps ＋ 下り最大 1.5Mbsp （ベストエフォート） 70,000 円 
 

注：「上り」とは、可搬端末からセンター局又は Portalilnk 受信専用設備への回線を言います。「下り」とは、センター局から 

  可搬端末への回線を言います。  

尚、「Portalink」サービスのご利用にあたっては専用の可搬端末等の設備が必要となります。 

以上 

 

 


